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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公表番号】特表2020-519681(P2020-519681A)
【公表日】令和2年7月2日(2020.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2020-026
【出願番号】特願2019-563805(P2019-563805)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  55/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/08     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/12     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   55/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/08     　　　Ｈ
   Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ０１Ｐ    7/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   25/12     　　　　
   Ａ０１Ｎ   25/02     　　　　
   Ａ０１Ｎ   25/00     １０１　

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月14日(2021.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　文書ＷＯ９７３４７１４は、植物の芽における金属の過剰蓄積の方法を記載している。
植物の発達に必要な金属は、その中にバナジウムが記載されており、キレート剤（ＥＤＴ
Ａ、クエン酸など）および酸性化剤（硝酸、酢酸、アスコルビン酸など）とともに土壌に
供給される。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　国際公開第２０１５／０１６７２４号
　　（特許文献２）　豪国特許出願公告第５９２１１号明細書
　　（特許文献３）　英国特許出願公開第２０９０５８５号明細書
　　（特許文献４）　中国特許出願公開第１０１６７１２０７号明細書
　　（特許文献５）　米国特許第５，１８６，７３８号明細書
　　（特許文献６）　米国特許第６，０７７，８１１号明細書
　　（特許文献７）　米国特許出願公開第２０１１／１３５７５４号明細書
　　（特許文献８）　米国特許出願公開第２００２／０４３０１９号明細書
　（非特許文献）
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　　（非特許文献１）　ＳＨＩＨＥＮＧ　ＬＹＵ　ＥＴ　ＡＬ：　"Ｔｉｔａｎｉｕｍ　
ａｓ　ａ　Ｂｅｎｅｆｉｃｉａｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ　ｆｏｒ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｄｕｃｔ
ｉｏｎ"，ＦＲＯＮＴＩＥＲＳ　ＩＮ　ＰＬＡＮＴ　ＳＣＩＥＮＣＥ，ｖｏｌ．８，ｎｏ
．５９７，（２０１７－０４－２５），ｐａｇｅｓ　１－１９，ＸＰ０５５５５３７０７
，ＤＯＩ：　１０．３３８９／ｆｐｌｓ．２０１７．００５９７
　　（非特許文献２）　ＩＭＴＩＡＺ　ＭＵＨＡＭＭＡＤ　ＥＴ　ＡＬ：　"Ｖａｎａｄ
ｉｕｍ，ｒｅｃｅｎｔ　ａｄｖａｎｃｅｍｅｎｔｓ　ａｎｄ　ｒｅｓｅａｒｃｈ　ｐｒｏ
ｓｐｅｃｔｓ：　Ａ　ｒｅｖｉｅｗ"，ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯ
ＮＡＬ，ｖｏｌ．８０，（２０１５－０４－１９），ｐａｇｅｓ　７９－８８，ＸＰ０２
９２１６４０６，ＤＯＩ：１０．１０１６／Ｊ．ＥＮＶＩＮＴ．２０１５．０３．０１８
　　（非特許文献３）　ＹＡＮＪＵＮ　ＬＩＵ　ＥＴ　ＡＬ：　"Ａｍｅｌｉｏｒａｔｉ
ｖｅ　ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　ｖａｎａｄｙ（ＩＶ）－ａｓｃｏｒｂａｔｅ　ｃｏｍｐｌｅ
ｘ　ｏｎ　ｈｉｇｈ－ｆａｔ　ｈｉｇｈ－ｓｕｃｒｏｓｅ　ｄｉｅｔ－ｉｎｄｕｃｅｄ　
ｈｙｐｅｒｇｌｙｃｅｍｉａ，ｉｎｓｕｌｉｎ　ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ，ａｎｄ　ｏｘｉ
ｄａｔｉｖｅ　ｓｔｒｅｓｓ　ｉｎ　ｍｉｃｅ"，ＪＯＵＲＮＡＬ　ＯＦ　ＴＲＡＣＥ　
ＥＬＥＭＥＮＴＳ　ＩＮ　ＭＥＤＩＣＩＮＥ　ＡＮＤ　ＢＩＯＬＯＧＹ，ｖｏｌ．３２，
（２０１５－０８－２１），ｐａｇｅｓ　１５５－１６１，ＸＰ０５５５５３７１１，Ｄ
ＯＩ：１０．１０１６／ｊ．ｔｅｍｂ．２０１５．０７．００７
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　チタンとバナジウムの元素間の化学的性質の否定できない類似性のために、本発明はチ
タンとバナジウムの両方の錯体の製剤に関する。チタンとバナジウムはどちらも植物が適
切に機能するために不可欠な要素であり、これは前述の最新技術によって確認されている
。チタンとバナジウムは周期表のＩＶ周期に属し、同様の電子構造を持つ遷移金属である
。当業者は、これらの金属が受ける基本的な化学反応を知っており、それらが類似の反応
機構により形成される類似の化合物を形成することは周知である。チタンとバナジウムは
同じ酸化状態で存在する可能性があり、錯体の形成における同じ配位数によって特徴付け
られる。本発明者らは、チタン錯体の調製と並行して、類似のバナジウム錯体を取得、精
製および分析するための最適な方法を開発した。アスコルビン酸とのチタンおよびバナジ
ウム錯体は、Ｅ．　Ｇ．　Ｆｅｒｒｅｒ，　Ｐ．　Ａ．　Ｍ．　Ｗｉｌｌｉａｍｓ，　Ｅ
．　Ｊ．　Ｂａｒａｎ，　Ｖｅｒｌａｇ　ｄｅｒ　Ｚｅｉｔｓｃｈｒｉｆｔ　ｆｕｒ　Ｎ
ａｔｕｒｆｏｒｓｃｈｕｎｇ，　Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｖａｎａｄｙ
ｌ　（ＩＶ）　ｃａｔｉｏｎ　ｗｉｔｈ　Ｌ－ａｓｃｏｒｂｉｃ　ａｃｉｄ　ａｎｄ　Ｒ
ｅｌａｔｅｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，１９９８，　５３ｂ，　２５６．，　ｈｔｔｐｓ：／／
ｗｗｗ．ｄｅｇｒｕｙｔｅｒ．ｃｏｍ／ｄｏｃｕｍｅｎｔ／ｄｏｉ／１０．１５１５／ｚ
ｎｂ－１９９８－０２２０／ｈｔｍｌ；　Ｗ．　Ｊａｂｓ，　Ｗ．　Ｇａｕｂｅ，　Ｚ．
　ａｎｏｒｇ．　Ａｌｌｇ．　Ｃｈｅｍ．，　１９８４，　５１４，　１７９．，　ｈｔ
ｔｐｓ：／／ｏｎｌｉｎｅｌｉｂｒａｒｙ．ｗｉｌｅｙ．ｃｏｍ／ｄｏｉ／ａｂｓ／１０
．１００２／ｚａａｃ．１９８４５１４０７２２から知られている。
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